
申
請
の
手
続
き

　

令
和
６
年
７
月
31
日
時
点
で
加
入
し
て

い
る
医
療
保
険
者
に
申
請
し
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
で
対
象
の

方
に
は
、
１
月
中
旬
以
降
に
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
か
ら
申
請
案
内
が
送
付

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
で
対
象
の
方
に
は
、
２
月
中
旬
以
降

に
市
か
ら
申
請
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

　

同
封
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
保
健
医
療
課
ま
た
は
各
支
所
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

　

対
象
期
間
で
あ
る
令
和
５
年
８
月
１
日

か
ら
令
和
６
年
７
月
31
日
の
間
で
、
市
外

か
ら
転
入
し
た
方
や
、
国
民
健
康
保
険
か

ら
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
移
行
し
た
方

な
ど
、
加
入
し
て
い
た
医
療
保
険
や
介
護

保
険
の
保
険
者
情
報
に
変
更
が
あ
っ
た
場

合
、
案
内
が
届
か
な
く
て
も
支
給
の
対
象

と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
対
象
期
間
の

領
収
書
な
ど
で
、
申
請
対
象
と
な
る
か
を

確
認
し
、
令
和
６
年
７
月
31
日
時
点
の
医

療
保
険
者
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

医
療
費
控
除
に
使
え
ま
す

　

医
療
費
通
知
を
確
定
申
告
の
時
に
添
付

す
れ
ば
、
医
療
費
控
除
の
明
細
書
の
記
入

を
一
部
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
11
月
〜
12
月
受
診
分
の
医
療

費
通
知
は
、
送
付
が
確
定
申
告
の
時
期
に

間
に
合
い
ま
せ
ん
。
11
月
〜
12
月
受
診
分

の
領
収
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
を
も
と

に
、
医
療
費
控
除
の
明
細
書
を
作
成
し
、

添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
医
療
費
の
領
収
書
は
５
年
間
保
存
し
て

く
だ
さ
い
。

※
医
療
費
通
知
は
、
広
島
県
外
の
医
療
機

関
を
受
診
す
る
と
、
医
療
機
関
名
な
ど
が

「
○
○
県
」
と
い
う
表
示
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
医
療
費
控
除

の
明
細
書
に
補
記
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
不
明
な
点
が
あ
れ
ば
税
務
署
な
ど
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
制
度
と
は
？

　

１
年
間
の
医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
両

方
の
自
己
負
担
額
を
合
計
し
て
、
自
己
負

担
限
度
額
（
世
帯
単
位
）
を
超
え
た
場
合
、

超
え
た
金
額
が
支
給
さ
れ
る
制
度
で
す
。

支
給
の
際
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
己
負
担
限

度
額
に
応
じ
て
案
分
さ
れ
、
保
険
者
ご
と

に
次
の
区
分
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

○

高
額
介
護
合
算
療
養
費
：
医
療
保
険
か

ら
給
付

○

高
額
医
療
合
算
介
護
（
予
防
）
サ
ー
ビ

ス
費
：
介
護
保
険
か
ら
給
付

　

自
己
負
担
額
を
計
算
す
る
と
き
の
対
象

期
間
は
毎
年
８
月
１
日
か
ら
翌
年
７
月
31

日
ま
で
の
１
年
間
で
す
。

　

１
年
間
に
か
か
っ
た
医
療
費
を
確
認
し

て
も
ら
い
、
健
康
保
険
制
度
の
健
全
な
運

営
や
被
保
険
者
の
方
の
負
担
軽
減
を
図
る

た
め
、
医
療
費
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

送
付
時
期

○

１
月
〜
10
月
受
診
分
：
１
月
末
〜
２
月
上

旬

○

11
月
〜
12
月
受
診
分
：
３
月
上
旬
〜
中
旬

　

国
民
健
康
保
険
の
方
は
市
か
ら
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
の
方
は
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

障
害
者
控
除

　

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
で
な
く
て
も
、

次
の
方
は
障
害
者
控
除
に
必
要
な
認
定
書

が
交
付
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

対　

象　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

で
、
身
体
の
障
害
ま
た
は
認
知
症
の
状
態

が
一
定
の
基
準
に
該
当
す
る
と
福
祉
事
務

所
長
が
認
定
し
た
方

医
療
費
控
除
（
お
む
つ
代
）

　

お
む
つ
を
使
用
し
て
い
る
方
で
、
次
の

方
は
医
師
の
お
む
つ
使
用
証
明
が
な
く
て

も
、
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
に
必
要
な

確
認
書
が
交
付
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

対　

象　

要
介
護
認
定
を
受
け
て
お
り
、

一
定
の
基
準
に
該
当
す
る
方
で
、
お
む
つ

代
を
医
療
費
控
除
と
し
て
申
告
す
る
方

申　

請　
い
ず
れ
も
地
域
介
護
課
へ
。

国
保
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

確
定
申
告
で
使
え
る

医
療
費
通
知
―

　

問
い
合
わ
せ

　
　

保
健
医
療
課　

☎
59
２
１
４
１

　
　

市
民
税
務
課　

☎
59
２
１
２
８

　
　

廿
日
市
税
務
署

　
　
　

☎ 

０
８
２
９-

３
２-

１
２
１
７

確
定
申
告

障
害
者
控
除
・
医
療
費
控
除
（
お
む
つ
代
）

　
　

問
い
合
わ
せ　

地
域
介
護
課　

☎
59
２
１
４
４

医
療
と
介
護
の

自
己
負
担
額
が

高
額
に
な
っ
た
と
き

　

問
い
合
わ
せ

　
　

保
健
医
療
課　

☎
59
２
１
４
１

TAXTAX
自己負担限度額（年額・世帯単位）
同一世帯内の医療保険加入者に係る自己
負担額。ただし、高額療養費などの支給を
受けたものを除きます。
70歳未満の方

（年額・令和５年８月～令和６年７月）

区　　　　分
自己負担限度額
（年額・世帯単位）
医療保険＋介護保険

年間所得901万円超 ア 212万円
年間所得600万円超
901万円以下 イ 141万円

年間所得210万円超
600万円以下 ウ 67万円

年間所得210万円以下 エ 60万円
市県民税非課税世帯 オ 34万円

70歳以上の人
（年額・令和５年８月～令和６年７月）

区　　　　分
自己負担限度額
（年額・世帯単位）
医療保険＋介護保険

市県民税
課税世帯

現役並み
所得者Ⅲ 212万円

現役並み
所得者Ⅱ 141万円

現役並み
所得者Ⅰ 67万円

一　　般 56万円
市県民税

非課税世帯
低所得者Ⅱ 31万円
低所得者Ⅰ 19万円

※自己負担限度額の区分は、毎年7月31日現在
の医療保険を適用します。
※医療保険・介護保険のどちらかの自己負担額
が０円の場合や、自己負担限度額を超えた合算
額が500円以下の場合は支給されません。

　

令
和
７
年
１
月
１
日
現
在
、
市
内
在
住

で
申
告
が
必
要
な
方
は
、
期
間
中
に
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。
申
告
が
必
要
か
ど
う
か

は
下
記
の
チ
ャ
ー
ト
を
参
照
し
て
く
だ
さ

い
。

※
確
定
申
告
を
す
れ
ば
市
県
民
税
の
申
告

は
不
要
で
す
。
申
告
の
結
果
に
よ
っ
て
は
、

所
得
税
が
納
付
ま
た
は
還
付
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

市
の
会
場
で
も
受
け
付
け
で
き
ま
す

　

申
告
受
付
期
間
中
は
市
の
会
場
で
も
確

定
申
告
が
で
き
ま
す
。
申
告
日
程
・
会
場
・

必
要
書
類
な
ど
は
市
広
報
２
月
号
と
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

※
申
告
内
容
に
よ
り
、
市
内
で
確
定
申
告

を
受
け
付
け
で
き
な
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
場
合
は
、
税
務
署
で
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

【
例
】
青
色
申
告
、
住
宅
借
入
金
等
特
別

控
除
の
初
め
て
の
申
告
、
分
離
課
税
（
土

地
・
建
物
の
売
却
な
ど
）
所
得
の
申
告
な

ど申
告
を
し
な
い
と

次
の
事
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

　

収
入
が
な
い
方
、
非
課
税
年
金
（
遺
族

年
金
、
障
害
年
金
な
ど
）
の
み
の
方
は
、

特
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○

同
一
世
帯
に
国
民
健
康
保
険
や
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
加
入
者
が
い
る
場
合
、

保
険
料
の
軽
減
な
ど
が
受
け
ら
れ
な
い
。

○

児
童
扶
養
手
当
の
決
定
が
正
し
く
で
き

な
い
。

○

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申
請
が
で
き

な
い
。

○

所
得
課
税
証
明
書
（
所
得
な
ど
を
証
明

す
る
も
の
）
の
発
行
が
で
き
な
い
。

○

高
額
療
養
費
を
本
来
の
区
分
で
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

もうすぐ始まります
所得税確定申告・市県民税申告

準備はお早めに
申告受付期間　2月17日㊊▶3月17日㊊
　　問い合わせ　市民税務課　☎59-2128

TAXTAX

はい

はい はい はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

令和６年中に収入がありましたか？

主に年金 主に給与 主に事業（営業・農業）や不動産

年金収入の額が
400万円以下

１カ所からの
給与収入のみ

年金以外の
所得がない

年末調整している

他の所得がない

はい いいえ

所得金額（収入－経費）が所
得税の控除合計より大きい

はいいいえ

いいえ

源泉徴収票に記載がない
各種控除（扶養や医療費
など）を追加したい

年金以外の所得が
20万円を超える

収入なしまたは非課税
所得のみ（遺族・障害年
金、失業給付金など）

はいいいえ はい

はい

はい

いいえ

①

② ① ② ③

① ②
⑤

◯２カ所以上から給与収入があり、給与以外の収入がない場合
　（１）前職分がある場合
　　　 前職分を含めて年末調整している
　　　 　はい→④　いいえ→（２）へ
　（２）前職分がない場合　
　　　 主たる給与以外の給与収入の合計が20万円を超える
　　　 　はい→①　いいえ→②
◯給与以外の収入がある場合
　　給与以外の収入から経費を差し引いた所得の合計金額が
　　20万円を超える
　　　 　はい→①　いいえ→②
◯１カ所からの給与収入のみ（年末調整未済）
　　各種控除を追加したいまたは源泉徴収あり
　　　 　はい→②　いいえ→③

申告の必要があるかどうか迷ったら
フローチャートは一般的な例であり、個々の状況により異なる場合があります。参考として使ってください。
ここでいう所得とは、収入から経費を差し引いた利益のことです（給与・年金の場合は所得控除を差し引いた額）。

① 所得税の確定申告が必要です。 所得税の確定申告書を提出すれば、市県民税の申告は必要ありません。

② 市県民税の申告が必要です。 ただし、所得税が源泉徴収されていて、所得税の還付を受ける場合は、確定申告が必要です。

③ 所得税の確定申告、市県民税の申告は必要ありません。

④ 所得税の確定申告、市県民税の申告は必要ありません。 ただし、源泉徴収票に記載がない控除（扶養や医療費など）を追加することで、所得税が還付されたり、次年度の市県民税が減額となる場合があります。

⑤ 所得税の確定申告、市県民税の申告は必要ありません。 ただし、市県民税の申告をしないと所得課税証明書の発行ができません。また、国民健康保険料などの軽減が受けられない場合があります。
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Health Care
　
乳
が
ん
は
女
性
に
一
番
多
い
が

ん
で
、
日
本
人
女
性
の
約
９
人
に

１
人
が
、
乳
が
ん
に
か
か
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
30
代
後
半
か
ら

増
え
始
め
、
40
〜
60
代
の
人
に
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
国
は
40
歳
以
上
を
対
象
に
２
年

に
１
回
、
乳
房
Ｘ
線
（
マ
ン
モ
グ

診
し
ま
し
ょ
う
。

　
乳
が
ん
は
自
分
で
発
見
で
き
る

数
少
な
い
が
ん
で
す
。
忙
し
い
生

活
の
中
で
も
、
自
分
自
身
の
健
康

を
意
識
し
、
月
に
１
回
チ
ェ
ッ
ク

す
る
習
慣
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

い
つ
す
る
の
？

　
毎
月
、
月
経
終
了
４
〜
５
日
後

や
、
閉
経
後
は
日
を
決
め
て
、
入

浴
時
な
ど
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

ど
う
や
っ
て
す
る
の
？

　
出
典
元
：
公
益
財
団
法
人
日
本

対
が
ん
協
会
作
成
「
も
っ
と
知
り

た
い
乳
が
ん
（
改
訂
版
）」
か
ら

転
載
。

ラ
フ
ィ
）
検
査
を
受
け
る
こ
と
を

推
奨
し
て
お
り
、
市
か
ら
対
象
の

方
に
受
診
券
を
送
付
し
て
い
ま

す
。
検
診
を
受
け
る
年
齢
に
達
し

て
い
な
く
て
も
、
図
の
よ
う
な
セ

ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
（
自
己
触
診
法
）

を
行
っ
て
、
乳
房
に
し
こ
り
や
異

常
を
感
じ
た
ら
、
医
療
機
関
を
受

Q 広島広域都市圏ポイントってなに？
A 地域経済や住民活動の活性化を目的とし

た、大竹市を含む広島県や山口県などの
市町で構成される広島広域都市圏内で貯
めて使える、地域共通のポイントです。IC
カード（PASPY、ICOCA、WAON）やアプ
リでポイントを貯めることができます。

Q ポイントを手に入れるには？
A 地域内の加盟店での買い物や行政など

のイベント・啓発事業への参加などでポ
イントが貯まります。市の集団健診に来
た方には100ポイントをプレゼントし
ます。

Q ポイントの使い方は？
A 貯めたポイントは、加盟店での買い物や

地域ならではの商品やサービスとの交
換に使えます。

セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
の
方
法

乳
が
ん
の
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク

し
て
い
ま
す
か
？

　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ　

保
健
医
療
課　

☎
59
２
１
５
３

集団健診に行って
広島広域都市圏ポイントをもらおう!

ポイント活用Q＆A

●３●１

●２ 

●８

●４

●６ ●７

●９

●５

乳房の内側半分を調べるには、右腕
を頭の後方に上げ、左手の指の腹で、
軽く圧迫して、まんべんなく触れてみ
ます。

あおむけに寝て、右の
乳 房を調べるときは
右肩の下に座布団か
薄い 枕を敷き、乳 房
が垂れず胸の上に平
均に広がるようにしま
す。

まず両腕を下げたまま、左右の
乳房や乳首の形をおぼえてお
きます。

両腕をあげて正面、側面、斜めを鏡に映し、
次のことを調べます。

A. 乳房のどこかに、く
ぼみやひきつれたと
ころはないか

B. 乳首がへこんだり、
湿疹のような、ただ
れ が できていない
か

乳房を指先でつまむようにして調べる
と、異常がなくてもシコリのように感
じますから、必ず指の腹で探ってくだ
さい。

左右の乳首を軽くつまみ、お乳をしぼ
り出すようにして、血液のような異常
な液が出ないかを調べます。

右の乳房を調べたら、左の乳房を同
じ要領で調べます。

外側半分を調
べるには 、右
腕を自然の位
置に下げ、やは
り左手の指の
腹で同じようにまんべんなく触れてみ
ます。最後にわきの下に手を入れて、
シコリがあるか触れてみます。

毎月セルフ
チェックを
しているう
ち に 自 分
の乳房の普通の状態がわかり、異常
を早く見つけられるようになります。
少しでも異常があったら、ためらわず
専門医の診察を受けましょう。

健（検）診項目 対象年齢

自己負担額※4

市国民健康保険・
後期高齢者医療

保険の方

その他の
健康保険の方

特定（後期・一般）健診※1

40歳以上

無　料

大腸がん検診 無　料

胃がん検診※5 1,100円

肺がん結核検診 300円

肝炎ウイルス検診 40歳以上※2 1,700円

乳がん検診 40歳以上※3 1,700円

子宮頸
けい

がん検診 20歳以上※3 900円

※１　 特定（後期・一般）健診：国保・後期、生活保護世帯の方が対象です。その他の健
康保険の方は、受診の可否について、加入している健康保険組合などに確認
してください。

※２　肝炎ウイルス：過去に受診したことがある方は受診できません。
※３　乳がん・子宮頸がん：昨年度受診した方は受診できません。
※４　令和5年度住民税非課税世帯の方・生活保護受給者は全て無料です。
※５　 集団健診で行う胃がん検診はバリウム検査となります。胃内視鏡検査（50歳

以上）を希望する場合は個別医療機関を受診してください。また、胃内視鏡検
査を受診した方は、翌年度の胃がん検診（バリウム含む）の受診ができません
ので、ご了承ください。

Health Care
　

節
目
年
齢
の
市
民
を
対
象
に
、

無
料
で
受
け
ら
れ
る
歯
科
健
診
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
35
歳
以
上
の
約
８
割
が
か
か
る

象
者
に
は
６
月
に
別
途
送
付
し
て

い
ま
す
。

　
対
象
年
齢
の
方
で
、
受
診
券
が

届
い
て
い
な
い
方
、
受
診
券
を
紛

失
し
た
方
は
、
保
健
医
療
課
へ
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。
受
診
券
を
交

付
し
ま
す
。

　
健
診
の
結
果
、
歯
石
除
去
や
治

療
と
な
っ
た
場
合
は
、
追
加
の
費

用
負
担
が
発
生
し
ま
す
。
ま
た
、

定
期
受
診
や
治
療
期
間
中
は
、
受

診
券
が
使
用
で
き
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

申
し
込
み

　
直
接
、
受
診
を
希
望
す
る
医
療

機
関
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
廿
日
市
市
・
佐
伯
区
の
一
部
医

療
機
関
で
も
受
診
は
可
能
で
す
。

事
前
に
保
健
医
療
課
へ
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

と
い
わ
れ
る
歯
周
病
は
、
歯
の
喪

失
に
つ
な
が
る
だ
け
で
な
く
、
糖

尿
病
や
動
脈
硬
化
な
ど
全
身
の
健

康
に
も
影
響
し
て
い
ま
す
。

　
「
歯
磨
き
の
と
き
血
が
出
る
」、

「
口
臭
が
気
に
な
る
」
と
い
っ
た

症
状
は
歯
周
病
の
初
期
症
状
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
歯
周
病
は
自
覚
症

状
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
知
ら
な
い

間
に
進
行
し
や
す
い
た
め
、
定
期

的
に
健
診
を
受
け
て
歯
周
病
を
予

防
し
ま
し
ょ
う
。

対　
　

象

　
令
和
６
年
度
中
に
満
20
歳
、
満

30
歳
、満
40
歳
、満
50
歳
、満
60
歳
、

満
70
歳
に
な
る
市
民

　
40
〜
70
歳
の
対
象
者
に
は
、
緑

色
の
封
筒
で
他
の
健
（
検
）
診
の

受
診
券
と
一
緒
に
５
月
末
に
送
付

し
て
い
ま
す
。
20
歳
、
30
歳
の
対

　
令
和
６
年
度
最
後
の
集
団
健
診

を
実
施
し
ま
す
。
ま
だ
受
診
し
て

い
な
い
方
は
、
こ
の
機
会
を
ぜ
ひ

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
予
約
の
時

期
に
よ
っ
て
は
、
満
員
に
な
っ
て

い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

と　

き

　
２
月
13
日
㈭

（
受
付
時
間
）
８
時
30
分
〜
10
時

30
分

※
待
ち
時
間
を
少
な
く
す
る
た
め
、

30
分
ご
と
に
受
付
開
始
時
間
を
指

定
し
ま
す
。

　
個
別
医
療
機
関
で
も
受
診
で
き

ま
す
。
詳
し
く
は
５
月
下
旬
に
緑

色
の
封
筒
で
案
内
し
た
「
健
診
・

が
ん
検
診
の
し
お
り
」、
ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

と
こ
ろ　
ア
ゼ
リ
ア
ホ
ー
ル

申
し
込
み

　
１
月
22
日
㈬
ま
で

　
電
話
・
ウ
ェ
ブ
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

満年齢 生年月日

20歳 平成16年４月２日
～平成17年４月１日生まれの人

30歳 平成６年４月２日
～平成７年４月１日生まれの人

40歳 昭和59年４月２日
～昭和60年４月１日生まれの人

50歳 昭和49年４月２日
～昭和50年４月１日生まれの人

60歳 昭和39年４月２日
～昭和40年４月１日生まれの人

70歳 昭和29年４月２日
～昭和30年４月１日生まれの人

受診できる医療機関（大竹市内）
医療機関名 ところ 電話

荒田歯科
クリニック 西栄1-8-19 52-6480

伊東歯科医院 新町1-12-13 52-4756
角田歯科医院 本町2-9-9 53-0648
川口歯科医院 玖波1-5-2 57-7350
神波歯科医院 新町1-11-17 52-3240
きらら歯科医院 西栄3-17-7 54-1182
これなが歯科医院 晴海1-6-10  2階 57-0118
谷口歯科
クリニック 小方1-13-32 57-7456

坪井歯科
クリニック 油見2-6-7 52-1181

長岡歯科医院 黒川1-8-27 57-6430
バウムクーヘン
歯科クリニック 西栄1-13-3 28-4186

広中歯科医院 新町1-2-11 53-0888
みどり橋歯科医院 立戸1-3-10 52-8110
藤井歯科医院 油見3-4-3 53-2206

無料でお得に

歯と口の健康チェック

問い合わせ　保健医療課　☎59-2153
広島県歯科医師会の
イメージキャラクター
「はっぽくん」

節目歯科健診は２月28日㊎まで

まだ間に合う！
 健診・がん検診

問い合わせ　保健医療課　☎59-2153

こちらからも
申し込みできます。

集団健診
予約専用コールセンター

フリーダイヤル

0120-489-087
（土・日曜日、祝日を除く）

9時から17時まで
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上
あ
ご
の
歯
列
が
、
広
が
る
力
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ず
狭
ま
っ
た
ま
ま
に
な
る

の
で
す
。
結
果
と
し
て
歯
が
本
来
き
れ
い

に
並
ぶ
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
で
き
ず

ガ
タ
ガ
タ
の
歯
列
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で

す
。

　

こ
の
よ
う
に
歯
並
び
が
悪
く
な
っ
た
原

因
を
放
置
し
た
ま
ま
矯
正
な
ど
で
歯
並
び

を
治
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
原
因
が
排
除

さ
れ
て
い
な
い
た
め
歯
が
後
戻
り
す
る
大

き
な
要
因
と
な
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。

健
康
寿
命
の
低
下
に
繋
が
る
？

　

逆
に
そ
の
よ
う
な
悪
い
か
み
合
わ
せ
を

放
置
し
た
ま
ま
成
長
し
て
い
く
と
、
体
に

ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
で
し
ょ
う
か
。

　

悪
い
姿
勢
が
か
み
合
わ
せ
に
悪
い
影
響

を
与
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
逆
も
ま

た
同
じ
こ
と
が
い
え
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
悪
い
か
み
合
わ
せ
に
よ
り
姿
勢
が
悪

く
な
る
と
、
首
や
肩
、
腰
な
ど
に
大
き
な

負
担
が
か
か
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
、

肩
こ
り
や
腰
痛
、
頭
痛
な
ど
を
引
き
起
こ

し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
ら
に
よ
り
痛
み

を
か
ば
う
よ
う
な
姿
勢
と
な
っ
て
し
ま
う

と
、
よ
り
一
層
悪
い
姿
勢
と
な
り
、
さ
ら

に
悪
い
か
み
合
わ
せ
を
引
き
起
こ
す
こ
と

と
な
り
ま
す
。

　

悪
い
か
み
合
わ
せ
や
歯
並
び
は
、
歯
周

病
や
む
し
歯
に
な
り
や
す
い
口こ

う

腔く
う

内
状
況

を
生
み
出
し
て
し
ま
い
、
年
齢
を
重
ね
る

に
つ
れ
、
そ
れ
ら
の
症
状
は
重
く
の
し
か

か
っ
て
く
る
こ
と
と
な
り
、
最
悪
の
場
合

抜
歯
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
さ
え
あ
る

の
で
す
。
結
果
と
し
て
高
齢
に
な
っ
た
と

き
、
食
事
や
発
語
の
困
難
さ
を
生
み
出
し
、

健
康
寿
命
の
低
下
に
も
繋
が
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

正
し
い
姿
勢
は
病
気
の
予
防
に

　

近
年
ス
マ
ホ
の
普
及
や
、
長
時
間
の
座

り
仕
事
が
増
え
た
こ
と
に
よ
り
現
代
人
の

姿
勢
は
急
激
に
悪
化
し
て
い
ま
す
。
肩
こ

り
や
腰
痛
な
ど
明
ら
か
な
痛
み
と
し
て
感

じ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
ま
だ
省
み
る
こ
と

は
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
異
常
が

な
け
れ
ば
気
づ
か
ず
そ
の
ま
ま
過
ご
し
て

し
ま
う
方
も
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た

子
ど
も
の
場
合
、
つ
い
つ
い
動
画
や
ゲ
ー

ム
に
夢
中
に
な
っ
て
悪
い
姿
勢
の
ま
ま
過

ご
し
て
し
ま
い
、
癖
と
な
っ
て
し
ま
う
子

ど
も
も
少
な
く
な
い
で
し
ょ
う
。

　

姿
勢
を
よ
く
す
る
と
い
う
こ
と
は
０
歳

か
ら
高
齢
者
ま
で
可
能
な
口
腔
内
へ
の
病

気
に
対
す
る
予
防
の
一
つ
と
も
言
え
ま

す
。
ぜ
ひ
一
度
自
ら
の
姿
勢
に
つ
い
て
気

を
付
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

悪い姿勢のまま過ごしていると、
かみ合わせが悪くなり、このよ
うな歯になる恐れがあります。

院長の荒田齋さん（左）と院長の荒田齋さん（左）と
副院長の副院長の荒荒田仁さん（右）田仁さん（右）

悪い姿勢

正しい姿勢

壁
に
か
か
と
を
ぴ
っ
た
り
つ
け
て
、
頭
、
肩
、
お
し
り
、

ふ
く
ら
は
ぎ
が
壁
に
当
た
っ
て
い
れ
ば
Ｏ
Ｋ
。

正
し
い
姿
勢
チ
ェ
ッ
ク

頭

肩

お
し
り

ふ
く
ら
は
ぎ

　

近
年
の
歯
科
へ
の
意
識
向
上
に
よ
り
、

歯
周
病
は
い
か
に
怖
い
病
気
な
の
か
、
口

の
中
の
健
康
と
全
身
の
健
康
が
ど
の
よ
う

に
関
わ
っ
て
い
る
の
か
、
定
期
的
な
健
診

が
ど
れ
ほ
ど
大
事
な
の
か
、
と
い
う
こ
と

が
広
く
知
れ
渡
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
詳
し
い
こ
と
ま
で
は
分
か
ら
な
く
て

も
、
テ
レ
ビ
の
Ｃ
Ｍ
な
ど
で
、
歯
周
病
に

は
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
、
な
ど
の
文
言
を

聞
い
た
こ
と
が
あ
る
方
は
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
度
は
、
そ
れ
ら
の
広
く
普
及
さ
れ

て
き
た
も
の
で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
さ
ら

に
知
識
を
深
め
て
ほ
し
い
要
素
の
一
つ
で

あ
る
『
姿
勢
』
と
『
か
み
合
わ
せ
』
の
関

係
性
に
つ
い
て
お
話
し
よ
う
と
思
い
ま

す
。

国
民
の
８
割
が
猫
背
？

　

正
し
い
姿
勢
、
と
言
わ
れ
て
皆
さ
ん
は

そ
も
そ
も
自
分
の
姿
勢
が
正
し
い
も
の
で

あ
る
か
判
断
で
き
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
も
そ
の
は
ず
で
、
日
本
人
の
成
人
の

半
数
以
上
、
子
ど
も
で
は
８
割
が
正
し
い

姿
勢
と
は
言
え
な
い
、
と
い
う
状
態
で
過

ご
し
て
い
ま
す
。
特
に
日
本
人
に
多
い
の

は
猫
背
で
、
軽
度
の
も
の
ま
で
含
め
る
と

国
民
の
８
割
が
猫
背
で
あ
る
、
と
い
う

デ
ー
タ
す
ら
あ
り
ま
す
。
正
し
い
姿
勢
、

と
は
「
頭
頂
部
・
耳
た
ぶ
・
肩
・
太
も
も

の
付
け
根
・
ひ
ざ
関
節
の
前
方
・
く
る
ぶ

し
の
後
方
」
が
横
か
ら
見
た
と
き
に
一
直

線
に
な
っ
て
い
る
状
態
を
指
し
ま
す
。

　

試
し
に
壁
に
か
か
と
を
ぴ
っ
た
り
と
つ

け
て
頭
・
肩
・
お
し
り
・
ふ
く
ら
は
ぎ
が

壁
に
当
た
っ
て
い
る
か
確
認
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

①
頭
が
つ
い
て
い
な
い
場
合
↓
猫
背
、
首

下
が
り

②
肩
が
つ
い
て
い
な
い
場
合
↓
猫
背
、
首

下
が
り
、
巻
き
肩

③
お
尻
が
つ
い
て
い
な
い
場
合
↓
反
り
腰

④
ふ
く
ら
は
ぎ
が
つ
い
て
い
な
い
場
合
↓

骨
盤
の
ゆ
が
み

な
ど
の
原
因
で
正
し
い
姿
勢
を
維
持
で
き

て
い
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
簡
単
に

で
き
る
検
査
な
の
で
ぜ
ひ
一
度
お
試
し
く

だ
さ
い
。

か
み
合
わ
せ
へ
の
影
響
は
？

　

で
は
こ
れ
ら
の
悪
い
姿
勢
が
か
み
合
わ

せ
に
ど
う
影
響
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

例
え
ば
首
の
骨
が
真
っ
直
ぐ
に
変
形
し

た
状
態
（
ス
ト
レ
ー
ト
ネ
ッ
ク
）
で
、
猫

背
の
子
ど
も
が
い
る
と
し
ま
す
。
こ
れ
ら

の
姿
勢
を
持
つ
子
ど
も
は
あ
ご
を
前
方
に

突
き
出
し
や
す
い
状
態
に
あ
る
た
め
、
の

ど
の
空
気
が
通
る
道
が
狭
ま
っ
て
し
ま

い
、
息
苦
し
さ
を
覚
え
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
ど
う
に
か
そ
れ
を
解
消
し
よ
う
と
し

て
、
よ
り
多
く
の
空
気
を
吸
え
る
口
呼
吸

を
し
や
す
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
口
呼

吸
が
多
く
な
る
と
本
来
上
あ
ご
に
接
し
て

い
る
べ
き
舌
が
、
下
方
向
に
行
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
す
る
と
本
来
内
側
か
ら
舌
に

よ
っ
て
押
さ
れ
て
広
が
っ
て
い
く
は
ず
の

医師会、歯科医師会、薬剤師会
の先生方からの健康よろず話
を３回にわたって紹介します。
今回は歯科医師会の荒田齋さ
んに伺いました。

正しい姿勢と
 正しいかみ合わせ
 大竹市歯科医師会　荒田 齋さん

問い合わせ　保健医療課　☎59-2141
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